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経済産業省ドローン関連予算
 2022年の有人地帯での目視外飛行（レベル4）の実現を目指し、ドローンの社会実装に向けて活用可能な予算事業を以

下のようにまとめる。

開発等関連予算 導入・実証等関連予算

①ものづくり補助金（企業向け、10か月、設備導入・システム開発等）
• 【通常枠】革新的な製品・サービス開発・生産プロセスの改善に必要な設備投資、試作開
発等を支援（1,000万円・1/2補助（小規模2/3））

• 【低感染リスク型ビジネス枠】対人接触機会の減少に資する製品・サービス開発・生産プロ
セスの改善に必要な設備投資、システム構築等を支援（1000万円・2/3補助）

②サポイン事業
（企業・大学等コンソーシアム向け、3年、設備導入・技術開発）

• 中小企業が産学連携して行う研究開発、技術開発等を支援。
（4,500万円/年（3年間の総額9,750万円）・原則2/3）

• 中小企業及び大学・公設試等との連携が必要。

③アジアDX等新規事業創造支援事業
（企業向け、1年、海外展開）

• 日系企業と新興国企業等とが連携して行う新事業の創出や、連携を通じたDX推進、新
たなビジネスモデルの開発を支援。（補助額等未定）

• 対象海外市場：新興国等（特にインド）

④中小企業等事業再構築促進事業
（企業向け、未定、新分野展開・業態転換等）

• 新分野展開や業態転換、事業・業種転換等の取組、事業再編又はこれらの取組を通じ
た規模の拡大等を目指す中小企業等の新たな挑戦を支援。

• 中小企業【通常枠】100万円～6,000万円・2/3補助
【卒業枠】6,000万円超～1億円・2/3補助

• 中堅企業【通常枠】100万円～8,000万円・1/2補助（4,000万円超は1/3)
【グローバルV字回復枠】8,000万円超～1億円・1/2補助

①ものづくり補助金（企業向け、10か月、設備導入・システム開発等）
• 【通常枠】革新的な製品・サービス開発・生産プロセスの改善に必要な設備投資、試作開
発等を支援（1,000万円・1/2補助（小規模2/3））

• 【低感染リスク型ビジネス枠】対人接触機会の減少に資する製品・サービス開発・生産プロ
セスの改善に必要な設備投資、システム構築等を支援（1000万円・2/3補助）

②サビサポ事業（異分野中小企業連携体向け、2年、研究開発・事業化）
• 中小企業が異分野の中小企業や大学・公設試等と連携し、革新的なサービスモデルの開
発等を行う取組を支援。（3,000万円/年（2年度目は初年度の交付決定額が上
限）・1/2補助（AI・IoT等の先端技術活用の場合は2/3補助））

• 新たなサービス開発のための機械装置費やマーケティング調査費等を補助。

③地域・企業共生型ビジネス導入・創業促進事業
（ベンチャー・中小企業等向け、1年、複数地域での実証等）

• ベンチャー・中小企業等が、自らもしくは複数社で連携し、複数地域（5地域以上）で抽
出して束ねられた課題解決・付加価値向上に資する取組（実証等）に必要な経費の一
部を支援。（補助上限額 原則3,500万円以内、補助率 2/3以内）

④地域特性・拡張性を考慮した運航管理システムの実証事業
（企業・自治体向け、約半年程度、地域実証）
• 「ロボット・ドローンが活躍する省エネルギー社会の実現プロジェクト」（以下「DRESSプロ
ジェクト」という。）の一環として、無人航空機の運航管理システムの実用化に向けた地域
実証を実施。（外注）

• 運航管理システムを使用し、物流、警備、災害対策、空撮、測量、点検、農業などの実
用的なユースケースを想定した無人航空機の試験運用を日本国内の平野部、山間部、
離島部で実施することで、運航管理統合機能（FIMS）を用いた持続可能な無人航空
機運航ビジネスのあり方を検討し、社会実装に必要となる要素をガイドラインとしてまとめる
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開発等関連予算
①ものづくり補助金
②サポイン事業
③アジアDX等新規事業創造支援事業
④中小企業事業再構築促進事業
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①ものづくり補助金
【ドローン関連活用イメージ】
 ドローン開発のために必要な設備の導入
 ドローン関連部品・システム等開発のための設備導入、生産設備導入等

◆今後のスケジュール感
• 通年公募

◆本事業の予算額内訳
• 未定

◆想定採択件数
• 未定

◆公募お知らせ予定ページ
https://portal.monodukuri-

hojo.jp/

https://portal.monodukuri-hojo.jp/
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②サポイン事業
【ドローン関連活用イメージ】
 ドローン関連部品の開発・製造に必要な基盤技術の開発
（例：高効率バッテリー開発に係る基盤技術の開発、防爆ドローン部品の基盤技術開発 等）

◆今後のスケジュール感
• 未定

◆本事業の予算額内訳
• 未定

◆想定採択件数
• 未定

◆公募お知らせ予定ページ
https://www.chusho.meti.go
.jp/keiei/sapoin/index.html

https://www.chusho.meti.go.jp/keiei/sapoin/index.html
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③アジアDX等新規事業創造支援事業
• 日系企業と新興国企業等とが連携して行う新事業創出を支援することで、連携を通じたDX推進や
社会課題解決型のビジネスモデルの開発を促進する。（補助額等未定）
【ドローン関連活用イメージ】
 国内ドローンメーカーとインド系AIベンチャーとの協業による、新たなAIドローンの開発及びインド現
地の課題解決事業 等

(インド)
◆今後のスケジュール感
• ４月公募予定
• ８月頃事業開始想定

◆本事業の予算額内訳
• 2.4億円

◆想定採択件数
１０件程度

※ASEAN分は未定

◆公募お知らせ予定ページ
• 未定
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④中小企業等事業再構築促進事業
【ドローン関連活用イメージ】
 航空機部品を製造している事業者が、その精密加工技術を活かしてドローン関連部品開発分野
に進出

 自動車用バッテリーメーカーが、今後需要が見込まれるドローンバッテリーを開発するために新たな
生産設備を導入 等

※詳細次ページ

◆今後のスケジュール感
• 未定

◆想定採択件数
• 通常枠：55,000社程度
• 卒業枠：400社
• グローバルV字回復枠：100社

◆公募お知らせ予定ページ
https://www.meti.go.jp/covid-
19/jigyo_saikoutiku/index.html

https://www.meti.go.jp/covid-19/jigyo_saikoutiku/index.html
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④中小企業等事業再構築促進事業 - 詳細リーフレット
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導入・実証等関連予算
①ものづくり補助金
②サビサポ事業
③地域・企業共生型ビジネス導入・創業促進事業
④地域特性・拡張性を考慮した運航管理システムの実証事業
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①ものづくり補助金
【ドローン関連活用イメージ】
 企業がドローンを使った新しいビジネスを展開する際のドローン購入費用として活用
 企業がドローンビジネス実証を行う際の、ドローン等設備購入費として活用 等

◆今後のスケジュール感
• 通年公募

◆本事業の予算額内訳
• 未定

◆想定採択件数
• 未定

◆公募お知らせ予定ページ
https://portal.monodukuri-

hojo.jp/

https://portal.monodukuri-hojo.jp/
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②サビサポ事業
【ドローン関連活用イメージ】
 サービス事業者×ソフトウェア開発企業の異分野連携によるドローンを活用した新サービスの開発・
事業化 等

◆今後のスケジュール感
• 未定

◆本事業の予算額内訳
• 未定

◆想定採択件数
• 未定

◆公募お知らせ予定ページ
https://www.chusho.meti.go
.jp/keiei/shinpou/index.html

https://www.chusho.meti.go.jp/keiei/shinpou/index.html
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③地域・企業共生型ビジネス導入・創業促進事業
【ドローン関連活用イメージ】
 複数地域（5地域以上）で課題となっている買い物弱者問題を解決するため、ドローンを活用し
た物流事業のビジネスモデル構築に向けて実証事業を実施。

 複数地域（5地域以上）で課題となっている災害発生時の遠隔状況把握等を行うため、ドロー
ンを活用した防災・被災時対応事業のビジネスモデル構築に向けて実証事業を実施 等

◆今後のスケジュール感
• 令和３年４月頃事業公募開
始予定（期間は１か月程度を
想定）

◆本事業の予算額内訳
• ５．１億円（実証事業分）

◆想定採択件数
• ２５~３０件程度

◆公募お知らせ予定ページ
https://www.meti.go.jp/info
rmation/publicoffer/kobo.ht
ml

https://www.meti.go.jp/information/publicoffer/kobo.html
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④地域特性・拡張性を考慮した運航管理システムの実証事業
【ドローン関連活用イメージ】
 複数地域（5地域以上）で課題となっている買い物弱者問題を解決するため、ドローンを活用し
た物流事業のビジネスモデル構築に向けて実証事業を実施。

 複数地域（5地域以上）で課題となっている災害発生時の遠隔状況把握等を行うため、ドロー
ンを活用した防災・被災時対応事業のビジネスモデル構築に向けて実証事業を実施 等

◆今後のスケジュール感
• 令和3年2月中旬公募開始予定

◆本事業の予算額内訳
• 現時点非公開

◆想定採択件数
• 現時点非公開

◆公募お知らせ予定ページ
https://nedo-
dress.jp/news/2211.html

https://nedo-dress.jp/news/2211.html
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本資料に関するお問合せ先

経済産業省 産業機械課 次世代空モビリティ政策室
TEL：03-3501-1698
Mail：seizo-uav@meti.go.jp

※テレワーク推進中につき、お電話でのお問合せについては
折り返しのお電話とさせていただく場合がございます。

経済産業省 産業機械課 次世代空モビリティ政策室
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